
・制度上の分類
・給水人口
・配水能力
・維持管理主体
・水源
・処理方法など

水インフラの運営再編支援システムを構築

背 景

成 果

期待される効果

水インフラ運営再編支援システムが自治体や地域住民らに活用されることで、無理のない合理的な水イ
ンフラ再編が進み、持続可能な地域社会の実現に寄与する。

実施機関：北方建築総合研究所、中央農業試験場、十勝農業試験場、林業試験場、工業試験場、エネルギー・環境・地質研究所
共同研究機関（協力機関）：北海道大学、北海道科学大学、（道庁総合政策部、北海道運輸局、北海道開発局、富良野市、下川町、喜茂別町、芽室町 等）

戦略研究
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地域住民も維持管理に携わるような小規模水インフラについて
運営再編を考えるための情報と支援が不足している

再編シナリオを組み立ててコストや手間を比較できる
支援システムを構築

条件に応じて初期コストと
年間運営コストを推計

小規模水道は情報がほとんどない

どんな選択肢があるの？
いくらぐらいかかるの？
自分たちで管理できるの？
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システムを使った再編
検討を模擬的に実施

再編シナリオの
条件を入力

水インフラ支援実績のある富良野
高校科学部と再編検討を模擬実施
→地元水道管理者に取組みを

発信し、活用を促す

運営再編の議論
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プログラム

コストに加え、再編
により発生／削減さ
れる手間なども表示

結果の
比較

現状

シナリオ1

シナリオ2

問い合わせ先：研究推進部 電話：011-747-2809
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